
その他の災
さい

害
がい

から身を守る５章

火山の灰
はい

による被害
　千葉県では、これまでふん火を記録した火山
はありませんが、富

ふ

士
じ

山
さん

（1707年）や浅
あさ

間
ま

山
やま

（2004年、2009年）、三
み

原
はら

山
やま

（1986年）のふ
ん火により、灰がふったことが観

かん

測
そく

されていま
す。富士山が1707年と同様にふん火する
と、県内で4〜5 cm以

い

上
じょう

の火山灰が積もり、
健
けん

康
こう

への被害、鉄道・航空・道路などへのえい
きょう、停

てい

電
でん

、通
つう

信
しん

しょう害などの被害が発生
するおそれがあります。

　全
ぜん

国
こく

瞬
しゅん

時
じ

警
けい

報
ほう

システム（Jアラート）とは、弾
だん

道
どう

ミサイル情
じょう

報
ほう

、
緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

、大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

など、すぐに対しょする必
ひつ

要
よう

がある情
報を緊急速報メール、市町村の防

ぼう

災
さい

行
ぎょう

政
せい

無
む

線
せん

などにより、伝
つた

える
システムです。
※弾道ミサイル情報が発表された場合には、すぐに身の安全を守
るよう行動しましょう。屋内ではまどからはなれ、屋外では近
くのできるだけがんじょうな建

たて

物
もの

、もしくは地下へ避難し、頭
部を守りましょう。

Jアラート―鳴ったらすぐ避
ひ

難
な ん

―

灰がふったときにすること
●外出はできるだけひかえる。
●外出する場合には、マスクやハンカチなどで鼻と口をおおう。
●家に帰ったら、うがい、手あらい、せん顔を行う。

いろいろな災害とそのときに注意することいろいろな災害とそのときに注意すること

他にも、雷
かみなり

や竜
たつ

巻
まき

などの

災害にも気をつけよう。

アオイ

大雪による被
ひ

害
がい

（雪
せつ

害
がい

）
　積

つ

もった雪により、鉄道・航
こう

空
くう

・道路な
どへのえいきょうが出たり、雪がふってい
るときに見通しが悪くなったり、すべった
りして大きなけがをするといった、思わぬ
事
じ

故
こ

が起こることがあります。
　大雪が予想されているときは、不要な外
出はひかえましょう。

雪におおわれた道路雪におおわれた道路

　これまで学んできた台⾵などの⾵
ふう

水
すい

害
がい

や地
じ

震
しん

、津
つ

波
なみ

以外にも
様々な災害が発生するかもしれません。どのような場合にも安
全に行動できるように、準

じゅん

備
び

しておくことが大切です。

小さな歩はばで、できるだけ足のうら小さな歩はばで、できるだけ足のうら
全体を地面につけるように歩く。全体を地面につけるように歩く。

建物の中に避難する。建物の中に避難する。 屋内では、まどから屋内では、まどから
はなれる。はなれる。
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